
 

 

        

家で次のようなお子さんの姿を見たことはありませんか。 

・「本を読みなさい」と言っても読書をしない。 

・図書館から借りてきた本を1回も読まずに返す。 

これは、小さいときの私の姿です。私は読書が大嫌いでした。親に名作と言われる本を買い与えら

れても最後まで読んだことはほとんどありませんでした。 

しかし、あることがきっかけで小学校3年生から読書が大好きになりました。それ以降も読書の

習慣は続いており、今でも近所の図書館から本を借りてきて毎日読書をしています。 

読書嫌いだった私が読書をするようになったきっかけは、小学校3年生の時の担任による読み聞

かせでした。その先生は、授業が少し早く終わったときに「８１３の謎（アルセーヌ・ルパンシリー

ズ）」というお話を読み聞かせしてくれました。このお話はとても長いので、連載小説のように何日

もかけて読んでくれました。私だけでなくクラスのみんながお話の続きを楽しみにしていました。 

ある日、クラスメートが、学校の図書館で「８１３の謎」を見つけました。その噂は、すぐにクラ

ス中に広まりました。私は、毎日のように図書館に行き「８１３の謎」があるか確かめました。しか

し、人気があるため、いつも借りられていました。いつまでたっても借りられないので、となりにあ

る「三十棺桶島」という本を借りてみました。同じアルセーヌ・ルパンシリーズだったので、この本

も面白いのではないかと思ったのです。この物語は、いつまでたっても主人公のルパンが出てきませ

んでした。途中で読むのをやめようかと思いましたが、物語の終盤に主人公が変装したルパンだった

ことが分かり、そのあと夢中になって一気に読み終えました。その後も、アルセーヌ・ルパンシリー

ズを順番に借り続け、「８１３の謎」以外はすべて読み終えました。すると、「シャーロック・ホー

ムズ」や「怪人二十面相」のような他の推理小説も読みたくなりました。その後、推理小説に限らず

面白そうな本を借りて読むようになり、読書の幅が広がりました。 

私が、読書をするようになったのは、担任の先生の読み聞かせをきっかけに読書の面白さに触れた

からです。そのきっかけをつくるのは私たち大人です。学校では、どんぐりの会の皆さんから読み聞

かせをしてもらったり、読書週間を設定したりして、きっかけづくりに取り組んでいます。ぜひ、家

庭でも、読み聞かせをしてあげたり、親が本を読む姿を見せたりして、きっかけづくりに取り組んで

ください。読書は学力向上にも大きな影響を与えるといわれていますので、取り組む価値は十分にあ

ると思います。 

話は戻りますが、「８１３の謎」は3月に借りることができました。図書館で「８１３の謎」を

見つけた時の喜びと、「８１３の謎」を1日で読み終えた時の記憶は今でも鮮明に残っています。 

教育目標    進んで学ぶ子 なかよくする子 たくましい子 
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